
人気のメニューを盛り込んだ「オムレツ弁
当」（2,400円）は、場所を選ばず店の味を
そのまま堪能できる贅沢な内容。コースの
余韻が味わえる、フランス料理の技術と歴
史を重んじる『ranpu +』ならではの一折。
住仙台市青葉区錦町1-2-10 第七旭コーポラスキクタ錦町2F 

022-395-7435　営 11：30～14：30（LO13：45）、17：30～23：00
※ディナーは予約制　休不定休
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色とりどりで華やかな、色とりどりで華やかな、
四季折々の海や山の幸を使った季節のお弁当。四季折々の海や山の幸を使った季節のお弁当。

彩りや配置、器の使い方まで工夫された彩りや配置、器の使い方まで工夫された
旬の味わいは特別ですが、旬の味わいは特別ですが、
日々の思いが詰まった日々の思いが詰まった
手作り弁当もまた格別。手作り弁当もまた格別。

どちらも作り手への感謝が深まる、どちらも作り手への感謝が深まる、
今月号の特集は「お弁当」です。今月号の特集は「お弁当」です。

　さて、『Kappo 仙台闊歩』5月号の特集は「郷愁の町中華」です。長年温めてきた
テーマでしたが、ようやく形にすることができました。きっかけは、相次ぐ老舗の閉
店です。いつでも食べられると思っていた味が、気づけばなくなっている。そんな現
実に触れ、いま記録しておきたいという思いで取材をしました。街の変化とともに歩
みながら、その味を守り続けてきた背景には、多大なる努力と時間があります。ラー
メンや炒飯といったなじみの料理の中に、地域の歴史が見えてくる。そんな特集に
なりました。ページをめくれば、きっとその日は中華の口になるはず
です。また、木村紅美さんが審査員を務めた「第９回 仙台短
編文学賞」の大賞、プレスアート賞を掲載します。今号もどう
ぞお楽しみに。

仙台の町とともに歩んできた、
老舗町中華特集

編集長の間借りコラム小林
です

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

第9回 仙台短編文学賞
大賞＆プレスアート賞掲載

 5月号 巻頭特集

懐かしいあの味と、笑顔に会いに
郷愁の町中華

花より…やっぱり、こっちに夢中！ 華やか“お弁当”

カフェ大国・ニュージーランドでトップバリスタとして活躍した
オーナーが、東北に展開するカフェ。昨年12月に移転した

『flagship（泉店）』は、圧倒的な開放感と居心地の良さが魅力だ。
世界各国から仕入れるコーヒー豆は、味わいや香りに加えて生
産方法などのバックグラウンドに共感したものを厳選。南半球
でスタンダードなエスプレッソドリンク「フラットホワイト’98」

（540円）は、シルキーな舌触りがたまらない。

住仙台市泉区紫山1-1-4 紫山プラザ
022-341-3452

営 9：00～19：00（土・日曜、祝日8：00～）　休無休
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ACTORY flagship（泉店）

ニュージーランドスタイルが息づく
ロースターカフェ

軽快な’50s～’60sのオールディーズが響き渡るアメリカンダイ
ナー。ピンクを基調にしたレトロポップなムードの店内で、ホット
ドッグやステーキなどのアメリカンな料理が楽しめる。ボリュー
ム満点の「ホットロッキンバーガー」（ポテト付き・1,350円）は、
特注のオリジナルバンズに肩ロースのパティをサンドしたこだ
わりの一品。ランチタイムは1,100円で味わえるので、好みのト
ッピングでカスタマイズするのもおすすめだ。

住仙台市青葉区一番町2-7-3 ベアービル2F
022-200-2269

営 11：00～22：00（LO21：30）　休月曜
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“古き良きアメリカ”に浸れる
気取らない本格ダイナー

異国の気分をこの街で

全国各地から選りすぐった食材を惜しみな
く詰め合わせた海苔弁を提供。大粒で甘
みの強い米「新之助」を土台に、白身魚の
フライや特製味噌ダレの唐揚げをのせた

「海苔弁」（1,480円）が不動の一番人気。
住仙台市青葉区一番町4-9-1　 022-797-6210
営 11：00～14：00、16：00～完売次第終了、土・日曜、祝日11：00～19：00
休無休
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野菜中心のビュッフェで人気の『六丁目農
園』の弁当は、多彩な味を楽しみたい欲張
り派におすすめ。「栗駒カテキン豚のバル
サミコソテー膳」（1,850円）は、程よい酸味
のソースが絡むブランド豚が主役。
住仙台市若林区六丁目字南97-3　 070-1141-8686（DELI専用）
営DELI11：00～17：00、レストラン11：15～15：00
休無休
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ネパール語で“ゆっくり”を意味する店名を
表すように、一つひとつ丁寧に仕上げる弁
当が好評。食べ応えのある「お弁当」

（2,000円）は、自家農園で丹精込めて育て
た旬の野菜がたっぷり味わえる。
住仙台市宮城野区榴ケ岡5 みやぎNPOプラザ1F

022-299-2888
営 11：00～17：00（LO16：30）　休日・月曜
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御膳を通して心地よい時間を届ける

『omitu』らしさが詰め込まれた「九彩【鯛め
し】弁当」（3,000円）。鯛めしを中心に9品
のおかずが華を添える。おもてなしの想い
が伝わる、大切な日にぴったりの一品だ。
住仙台市若林区土樋88-5 ATGビル2F

022-796-7077
営 11：00～16：00（LO14：30）　休不定休
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※掲載の情報は、本誌発行後、変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
4月13日（月）の河北新報朝刊は休刊日のためお休みとなります。
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炭火でふっくらと炙った焼鳥をはじめ、上質
な鶏調理を提供する『三代目 庄之助』。心
躍るような彩りの「創作会席膳 鶏の照り焼
きちらし付」（2,160円）は、満足度の高い人
気商品。リピーターからの信頼も厚い。
住仙台市青葉区宮町1-1-1 Y's花京院1F 

022-721-1184
営 17：00～23：00（LO22：15）※弁当受け取りは10：00～　休月・火曜
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